
 

【報告事項】 

 

市内教育・保育施設での不適切保育に係る改善勧告について 

 

【こども保育課】 

 

１ 概要 

   本郷町保育園（幼保連携型認定こども園）での不適切な保育に関する情報提供が

あり、令和４年１２月１３日に同園に対する特別監査を実施したところ、改善を要

する事実が認められましたので、令和５年２月１５日に同園を運営する学校法人富

山学院に対して改善勧告を行いました。 

   また、同年３月１５日に同法人から改善状況報告書の提出がありましたので、併

せて報告を行うものです。 

 

２ 施設情報 

   施設名：本郷町保育園 園長 風間 宣夫（現在：東 恵） 

所在地：富山市本郷町１３－８ 

   開設日：令和２年９月１日 

定 員：１２５名（令和５年４月１日時点利用児童数 ４２名） 

設置者：学校法人富山学院（理事長 風間 宣夫） 

 

３ 改善勧告及び改善状況報告書について 

 （１）改善勧告の交付について 

   ①実 施 日：令和５年２月１５日（水） 

   ②勧告内容：資料７－２のとおり 

 

 （２）改善状況報告書の提出について 

   ①受 領 日：令和５年３月１５日（水） 

   ②報告内容：資料７－３のとおり 

    

４ 今後の対応 

   改善状況報告書の提出を受け、同園において体制整備等が適切に行われているか、

令和５年３月２８日（火）に現地調査を実施しました。（同日、指導監査課による監

査も実施） 

今後とも、こども保育課において継続的に施設巡回を行い、改善に向けた指導を実

施してまいります。（次回予定日：令和５年５月２３日（火）） 

資料７－１ 



令和５年２月１５日 

 

本郷町保育園を運営する 

学校法人富山学院に対する改善勧告について 

 

富山市こども家庭部 

 

 本市は、学校法人富山学院に対して、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な

提供の推進に関する法律（以下「認定こども園法」という。）第１９条第１項及び子ども・

子育て支援法（以下「支援法」という。）第３８条第１項の規定に基づき実施した特別監査

の結果、改善を要する事実が認められたため、令和５年２月１５日付けで、認定こども園

法第２０条及び支援法第３９条第１項の規定に基づく勧告を行いました。 

 

記 

 

１ 改善勧告の対象 

   学校法人富山学院（所在地：富山市本郷町１３－８） 

 

 

２ 法令等に抵触する事実として指摘する事項 

（１）園長の対応 

園長は、園内で発生した不適切な保育について、職員から報告されていたにも 

かかわらず、その対応を怠った。 

（２）不適切な保育 

職員が園児に対し、以下の不適切な行為を行った。 

      ① 児童を保育室物置に押し込む行為 

      ② 児童を棒でつつき、移動を促す行為 

      ③ 児童の両足をもって体を引きずる行為 

      ④ 児童の片腕をもって体を引きずる行為 

 

 

３ 法令等に基づき改善を勧告する内容 

（１）法人としての責任の明確化及び厳正な対処 

（２）不適切な保育が行われた原因の検証及び再発防止に向けた取組方針の整理 

（３）不適切な保育に対する職員間での認識の共有の徹底 

 

 

４ 今後の対応 

 （１）提出される改善報告の妥当性を書面で確認するとともに、改めて現地で保育の実

施状況を確認し、確実な実行を促す。 

 （２）正当な理由がなく勧告に従わなかったときは、認定こども園法及び支援法の規定

に基づく改善命令や事業停止命令を行うことを検討する。 

 

（担当）こども保育課 

（電話）０７６－４４３－２０５９（直通） 
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